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国の推進する精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築のため 

令和５年度「佐伯市協議の場」を立ち上げ 

 

精神障がいがあっても、地域の一員として 

安心して自分らしい生活ができるよう 
  

福祉・医療・社会参加（就労）・ 

住まい・地域の助け合い・教育等 

包括的に確保された佐伯市を目指します 

            ↓ 

佐伯市地域自立支援協議会と専門部会は 

「佐伯市協議の場」の中枢・主幹でもある 
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令和５年度「佐伯市協議の場」から見えてきた 

佐伯市の地域課題 
  

専門部会にて、事例検討（１９例）に重点的に取り組み 

見えてきた３障がい共通の地域課題・優先課題 
  

① 就労に関する社会資源の不足、特に若い世代が地元に定着できない 

② 社会資源の選択肢が少ない 

退院して地元に戻るとしても、住まいが確保できない 

③ 障がい福祉サービス利用者の高齢化 

介護保険サービスとの棲み分け・移行が難しい 

④ 親なき後問題・身元引受人がいない等、困難事例の増加 

令和６年度 これらの課題解決のため、１歩深めた協議に繋げます 
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